






























意識しつつ自らが発信者になることが有効ではないかと外国語学習 ( 小橋 , 2015)














































































いを設定してみたところ、20 名の授業出席者中 19 名が回答しており、一名のみ
が無回答だった。自分自身の発言の度合いの評価である (1) の点数はは 0 点から
80 点の間に広がっており、平均が 28.3 点とかなり低いが、クラス全体に関する
評価である (2) に至ってはこれをさらに下回り、19.8 点であった（レンジは 0 点
から 50 点）。
回答者を (1) の点数の大きい者から小さい者へと並べ替え上位 7 名を「S1-7」
と呼ぶことにする。自己評価点は 35 点から 80 点であり平均値は 58.6 点、相対
的に自己評価の高い群ということが出来るだろう。7 名は全体 20 名の約 3 分の 1
の人数である。これ以外の回答者を「S8-20」とし、自己評価 0 点から 30 点の者






たクラス全体の積極さを 10 点としている。これに対して残りの 13 名のうち 11
名はクラス全体に対する評価より自己評価の方が低い。「S1-7」群のクラス評価
の平均は 16.4 点、「S8-20」群のクラス評価の平均は 21.8 点である。
3.2　沈黙の利用と原因に関するアンケート
「自分に視線が集まるのがいや」「静かな場で声を発することに抵抗がある」な





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ある。全体の 3 分の 1 は自分が少なくともクラス全体の水準よりは積極的に発言
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